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多様な課題

緊急時被ばく状況
• 事故後の広域避難
• 事故後の防護措置行動
（SPEEDI、スクリーニング、安定ヨウ素剤、身体除染）

現存被ばく状況（長期的影響）
• 内部被ばく：風評被害、食品安全管理
• 外部被ばく：除染、警戒区域設定（居住制限・立入制限）
• 広域避難：国内避難民(区域内避難、区域外避難
• 処理水
• 長期避難：帰還・移住・地域復興と風評

情報公開
• 炉心溶融（メルトダウン）に関する情報公開
• 外国人避難に関する情報提供
• 20mSv/年(3.8μSv)、1mSv /年(2.3μSv)
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福島の現状
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Transition of Evacuees

福島県民人口 1,784,936人（2023.1.1）

国内避難者数 29,213人（2022.9）
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安全とリスク、場所、時間

7～ふくしまの現在～復興・再生のあゆみ（第８版）福島県庁 2022.8.8



8福島復興のあゆみ 第28版 福島県庁 2020年8月25日
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国内の風評被害



測定

ほぼすべての農産物で基準値（100bq/kg）以下で出荷制限はかかっ
ていない
*1 きのこ、山菜類、野生の動植物などを除く
*2 旧警戒区域の食品を除く
*3 一部地域のウメ、ユズ、クリ、キュウリ
※https://www.mhlw.go.jp/file/01-Kinkyujouhou-11135000-
Shokuhinanzenbu-Kanshianzenka/0000186805.pdf
福島県産の農産物は、基準値（100bq/kg）以下というだけではなく、
ほぼ測定機器における検出限界値（ 25bq/kg 、 20bq/kg 、
12bq/kg）以下



米の全量全袋検査

• 全袋検査の結果

出典：「ふくしまの恵み安全対策協議会」 https://fukumegu.org/ok/kome/
2020年8月20日
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（99.999%）

9,491,780
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75以上  
(Bq/kg)

50以上  
(Bq/kg)

25以上  
(Bq/kg)

25未満  
(Bq/kg)

合計

100以上  
(Bq/kg)

https://fukumegu.org/ok/kome/


全般的な健康不安

あなたは今、放射性物質に関して、あなた自身の健康に及ぼす影響について、不安は
ありますか
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2013年関谷・農林中金調査（全県、Ｎ＝14091）
2014年関谷科学研究費調査（東北＋東名阪、Ｎ＝1779）、
2015年超学際研究機構調査（東北＋主要都市、Ｎ＝3839）
2017年福大・農林中金調査（全県、Ｎ＝9489）



モニタリング検査の意味：不安が和らいだ理由

図：不安が和らいだ理由（2021）
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全量全袋検査の認知率低下

福島県内では、お米に関しては全量全袋検査が行われていること
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「ほぼＮＤであること」の認知率低下

食品への含有放射性物質の検査をおこなってもほとんどNDである
（99％でていない）こと
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03
国際比較調査



The Problem of import regulation

• 韓国は、８県の魚介類輸入を拒否
• 中国は、10都県の輸入を拒否.
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調査概要

調査対象地域
日本（東京）
アジア：台湾（台北・高雄）、中国（北京・上海）、香港、シンガポール
欧米：アメリカ（ニューヨーク）、イギリス（ロンドン）

ドイツ（フランクフルト）、フランス（パリ）、ロシア（モスクワ）
調査機関：サーベイリサーチセンター
調査対象：20代～60代の男女
調査方法：インターネットモニター調査
抽出方法：3000票（各国の最大都市で実施。各300票）

年層（20代～60代）・男女割当法、
調査期間：2017年2月
調査実施：関谷直也
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諸外国の食品忌避原発事故直後の認識
• アジア圏を中心に直後の放射性物質汚染のイメージは極めて悪い。食品の問題ではなく、放射性物質汚染の印象の問題
• 2011年3月に日本は東日本大震災が発生しました。その後、東京電力福島第一原子力発電所事故によって、多くの地域が放射性物質

によって汚染されてしまいました。このことについて、あくまでもあなたのお考えとして、以下の問にお答えください。下記の項目についてあなたはど
のように認識していますか。
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諸外国の食品忌避（福島県）

日本以外は不安感が極めて高い

21現在 / 福島県

＜　２０１７年　＞

＜　２０２２年　＞
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事故後現在に至るまで、外国人にとって、福島県の飲料水、農作物、海産物、訪問
地としてのイメージは、不安感を抱くものであり、変化していない。
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＜　２０１７年　＞
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韓国・中国、ドイツの３割が東日本の食品を拒否
東日本への忌避が約３割、日本全体への忌避が約2割程度。
東日本、日本全体としては事故直後のイメージから大きくは変化していない
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日本産食品への不安

日本産食品全体の問題：近隣諸国は日本の全ての食品について拒否感

24

3.7

7.7

7.7

18.0

3.3

5.7

6.3

15.0

25.0

39.0

15.7

38.7

55.3

49.0

49.3

41.7

59.0

46.3

57.3

76.7

53.7

26.7

47.7

45.0

52.0

26.0

28.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

韓国

中国

台湾

シンガポール

ロシア

ドイツ

フランス

イギリス

アメリカ

積極的に日本産の食品を選んで購入している

特に産地を気にして購入することはない

積極的に日本産の食品は避けている



25

水、海産物になると近隣諸国（特に韓国、中国）の自国の飲料水、農作物、海産
物、放射線量についても不安感が顕著

＜　２０１７年　＞

＜　２０２２年　＞

日本 韓国 中国 台湾 シンガポール ロシア ドイツ フランス イギリス アメリカ
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処理水

処理水 / 「トリチウム」水 ※他の核種も含まれる
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基準値を下回るように希釈することが前提にはなるが、その処理
方法を決定することが問題になっている。
e.g. 海洋放出など.



福島原発事故に関する認識

【2017年】福島県、福島原発事故に対する偏見も改善されていない。
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福島県では、ダウン症、奇形児が増えていると思う

福島県では、癌（がん）の発症率が上昇していると思う

あてはまるものはない
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福島原発事故に関する認識

【2022年】福島県、福島原発事故に対する偏見も改善されていない。
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Summary

1) 福島県内の水、福島県産の水産物や農産物、そして福島
県への訪問に対する不安は、日本以外の9カ国、特にアジア諸
国で依然として高い。
2) 東日本および福島県の水、東日本および福島県の農産
物・水産物に対する不安、そして東アジアおよび福島県への訪
問に関する不安は、日本以外の9カ国、特にアジア諸国でも依
然として高い。
3) これらの理由は、特にアジアでは、事故直後に放射性物質
が各国に拡散した可能性があったため、放射性物質に対する不
安が高かったためである。
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県内と県外、海外

福島県内の人

放射線の知識の取得
＝ 知識があった上の不安

東北の地域・地名の理解
＝線量分布の理解
＝地理的特徴を知った上の不安
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福島県外の人

放射線の知識の欠落
＝イメージによる不安拒否

東北の地域、地名の無理解
＝線量分布の無理解
＝地理を知らない上での不安

理科

社会

→ 同じメッセージ／同じ知識を前提とした情報発信が困難。

→ 異なった戦略が必要



結

• 放射線災害は、核種とその量によってその後の災害はこと
なる。災害はそれぞれユニークDisaster is Uniqueなもの
である（長期的影響、消費行動にみる人々の不安感、ス
ティグマ、買いたたき）

• 事故から数年が経過し、福島県の状況は変化したが、そ
れらに関する情報は提供されていないため、県外、また海
外、特にアジアにおける不安感は持続している。

• 福島県と福島第一原子力発電所の事故の現状について、
誤解なく情報、事実を伝達することが重要である
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